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12-1）最終報

概 要 

団体名 

先  

ンタイトル 

ンの対象者

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

ランの目的
校生は、卒業
ら本プロジェ
地域の防災リ

ランの概要
地域連携型

地域と連携し
取り組む。 
『災害時支

チームを結成
り組む。 
工業高校の

救助グッズの
行う。 

待される効

各種訓練によ

近隣での災害

災害時対応グ

柔軟な発想に

報告書  

兵庫県

079-43

東播工

※1 
高校生

防災関

意点」の１．項目

意点」の２．項目

的・ここがポ
業後、その大
ェクトを通し
リーダー」の

要】 
型組織的防災活
した「地域合

援チーム』
成し、研修や

特色を生か
のアイデアを

効果・ここが

る防災時の即

時における支

ッズ 

よる災害時へ

 

県立東播工業

32-6861 

工-災害時支援

生・地域住

関係者 

目から選択し、記

目から１つ選択

ポイント！
大半が地元に
して、近年増
の育成を目指

活動 
合同防災避難

（T-DAT）の
や訓練に参加

した「ものづ
を募り、災害時

がおすすめ

即時行動およ

支援(人材派

への備え 

1/42 

高等学校 

援プロジェク

民 対

災

記入してください

し、記入してくだ

！】 
就職し、地域

増加する自然災
指す。 

難訓練」を実施

の派遣 
して防災の知

づくり防災活
時の使用場面

め！】 

よび将来の地

派遣・募金活

 

記 入

ト T-DAP 

対象とする

災害種別※2

い。（複数選択可

ださい。 

域社会の担い
災害時に備え

施し、災害時

知識と技術の

活動」 
面や要求性能

地域リーダー

活動による支

日 201

2016  

る
2

地震 

可） 

い手として活
え、自ら行動

時に組織的な

の向上を図る

能を考えなが

ーとしての言

援) 

(Ver.20

7 年  1 月  

活躍している
動に移すこと

な対応ができ

る。啓発活動

がらグッズの

言動 

100331) 

 

13 日

る。在学
とができ

きるよう

動等に取

の製作を
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12-1）最終報

プランの年

プ

立

月 

年間計画

・校内担

・協力団

 

グッズの

 

 グッズの

 
グッズの

 

 

グッズの

 

 
グッズの

月 

グッズの

 

月 

グッズの

・改良

 

月 
グッズの

  

 

 

  

報告書  

年間活動記

プランの 

立案と調整 

画の調整 

担当者との打合

団体への依頼 

の設計 

の試作 

の試作 

の製作 

の製作 

の完成 

の活用 

良点の検討 

の改良 

 

記録（20

合せ 

他 

新メン

協力団

資材の

加古川

登録

社 協

T-DAT

「防災

資材の

協力団

高校生

合宿報

 

資材の

協力団

資材の

事後ア

 

 

報告書

 

 

資料作

 

 

2/42 

16 年）

準備活動

ンバー募集の

団体との事前

の準備 

川市社会福祉

（更新）※災

か ら の 要 請

T 派遣 

災教育推進校

の購入 

団体との事前

生防災Jrリー

報告書の作成

の購入 

団体との事前

の購入 

アンケートの

書の作成 

作成 

 

動 

呼掛け 

打合せ 

防

バ

グ

祉協議会に

災害時には

請 を 受 け

」申請 

古

新

４

打合せ 高

ーダー研修

・指導 

東

熊

加

打合せ 

実施 

地

防

果

炊

防

金

発

校

業

防

果

実

防災教育推進

「災害時支援

バー結成 

グッズアイデ

「災害時支援

古川市社会福

新) ③ 

４校合同熊本

高校生防災 Jr

東日本大震災

熊本地震復興

加⑦ 

地域合同防災

防災教育チャ

果の発表 

炊出し訓練 実

防災教育推進

４校合同熊本

金⑪ 

「高等学校魅

発表会」発表

校内「高校生

業」報告会 

防災教育チャ

果の発表 

(Ver.20

実践活動 

進委員会打合せ

援チーム」（T-D

デアの選定② 

援チーム」（T-D

福祉協議会に

本募金活動④ 

r リーダー研修

 

災被災地支援 

興支援ボラン

災避難訓練 実

ャレンジプラ

実施 ⑨ 

進校実践報告会

本地震復興支

魅力・特色づく

表 

生ふるさと貢

ャレンジプラ

100331) 

 

せ① 

DAT）メン

DAT）を加

に登録(更

修合宿 

参加⑤ 

参加⑥ 

ティア参

施⑧ 

ン中間成

会 発表⑩

支援共同募

くり活動 

献活動事

ン最終成
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実施月

実施場
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所要時
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プログ

カテ

活動目
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12-1）最終報

実践したプ

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

プランの内

ラム番号

「防

） 平成

校内

師 
担当
氏 
所属

時間」 
放課

式※4 
講習

その

各種

方 
会議
委員
担当

もの 

レジ

推進

訳概要 コピ

【成
 役
 
【課
 全

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

内容と成果

： ① 】

防災教育推進

成２８年４月

内 

当者・講師等
   名

属・役職等

課後 1.5 時間

習会・学習会

の他 （ 年

種活動の実施

議室において
員会長より年
当者等の決定

ジュメ・筆記

進委員 

ピー代(紙・

成果】 
役割の分担

課題】 
全教職員・全

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

3/42 

果 

】※3 

進委員会」設

月１日(金)

等の区分：
：防災教育推
： 

間 

・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

年間計画 ）

施 

て 
年間計画の発
定 

記具 

インク) 

全校生徒への

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

設置 

 

推進委員会メ

発表 

の周知徹底・

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

メンバー 

広報 

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

ージ数、各項目

100331) 

 

目の字数等
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【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

防災

） 平成

各科

師 
担当
氏 
所属

時間」 
随時

式※4 
研究

その
もの

グ

方 

各科

もの 例
課題
廃棄
ドラ

５

訳概要  

【成
 教
 
【課
 小
容

小回

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ② 】

災グッズ案の

成２８年４月

科職員室 

当者・講師等
   名

属・役職等

時 

究、その他学

の他 （前年
のを選定）

ッズの選定

科課題研究等

： 
題研究班 
棄車椅子・ノ
ライバー等の

０名 

成果】 
教室等のドア

課題】 
小型のため、
容量の拡大を

回りの利いた

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

4/42 

】※3 

の選定 

月７日(木)

等の区分：
：  
：  

学校内での時

年度に募集し

等での作成

ノーパンクタ
の工具 

アも通過でき

、物資輸送に
を思案中。

たリヤカー

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

各科教員

時間 

した防災グッ

タイヤ・木材

きる小回りの

に限界がある

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

ッズのアイデ

材・くぎ・ね

の利いたリヤ

る。バランス

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

デアより作成

ねじ・溶接道

ヤカーの完成

ス等も考えて

ージ数、各項目

100331) 

 

成可能な

道具一式

成 

て、輸送

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

東播

） 平成

本校

師 
担当
氏 
所属

時間」 
 

式※4 
その

災害
今年
加古
害時

メン

方 
4 月
5 月
5 月

もの 
取組
T-D
社協

1年

訳概要  

【成
 東
 
【課
 今

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ③ 】

播工-災害時

成２８年 ４

校 

当者・講師等
   名

属・役職等

の他（ 加古

害対応能力の
年度、主とし
古川市社会福
時に円滑に動

ンバーの登録

月中旬 新入
月中旬 T-DA
月下旬 加古

組み紹介 パ
DAT 募集 募
協登録  所

年生 240 名

成果】 
東播工-災害

課題】 
今後の呼びか

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

5/42 

】※3 

時支援チーム

月～５月 

等の区分：
： 
： 

古川市社会福

の育成、その
して防災活動
福祉協議会に
動ける体制を

録 

入生オリエン
AT の生徒を

古川市社会福

パワーポイン
募集用紙 
所定の用紙

， 募集対

害時支援チー

かけおよび参

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

 登録 

防災教育推

福祉協議会

の他 
動に取り組む
にボランティ
を整備する。

ンテーション
募集（保護者

福祉協議会に

ント 

対象：全校生

ムの結成 

参加の仕方 他

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

推進委員 

） 

む生徒を募る
ィア登録し、
 

ンにて T-DAP
者の同意書）

に登録する。

生（約 680 名

他 

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

る。 
「T-DAT」と

の取組みを
）。 
 

） 

ージ数、各項目

100331) 

 

として災

紹介。

目の字数等
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【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

 

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

４校

） 平成

ＪＲ

師 
担当
氏 
所属

時間」 
２時

式※4 
イベ

防災

市内

方 

事前
・市
・
・募
・新
当
・

もの ・本
加

・募
・ポ

 上

訳概要 募金

【成
 単
が協
識の
【課
 呼

募金

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ④ 】

校合同熊本地

成２８年５月

Ｒ加古川駅前

当者・講師等
   名

属・役職等

時間程度 

ベント・行事

災意識を高め

内の高校と協

前調整 
市内の高校へ
日程調整 
募金活動場所
新聞社への協
日の行動 
４校そろって

本校生、加古
加古川南校生
募金箱 
ポスター 

上記４校 生

金箱作成代

成果】 
単独の活動で
協力して活動
の共有ができ
課題】 
呼びかけや日

金 約 9万円

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

6/42 

】※3 

地震募金活動

月９日(月)

前 

等の区分：生
： 
： 

事、その他(

める、その他

協力して支援

への呼びかけ

所の許可申請
協力依頼 

ての声掛け

古川東校生
生、県立農業

生徒７０名 

ではなく、市
動することが
きた。 

日程調整 

円 

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

動 

生徒会担当教

( 募金活動 )

他（被災地支

援を行う 

け 

請 

業校生 

市内の高校
ができ、意

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

教職員 

) 

支援の大切さ

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

平成 28 年

(Ver.20

さを知る） 

ージ数、各項目

5 月 10 日 神戸新

100331) 

 

目の字数等

新聞 



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

報告書  

ラム番号

中学

参加

） 平成

国立

師 
担当
氏 
所属

時間」 
３

式※4 

イベ
体験

防災
成 

参加

方 

7 月
 1
 1
 1

1
1

 1
2

 2
7 月
  
  
  
 1

1
 1

1
 1
 1
 1
 2
 2
7 月
  
  
  
 1
 1
 1
 1

解

 

： ⑤ 】

学校・高校生

加 

成２８年７月

立淡路青少年

当者・講師等
   名

属・役職等

日 

ベント・行事
験学習・避難

災に関する知

加者の防災に

月 21 日(木)
12：00 受付
13：00 開講
13：30 講義
16：10 講義
17：00 夕べ
17：30 夕食
20：00 ＷＳ
22：00 就寝
月 22 日(金)
6：30 起床
7：20 朝食
9：00 講義

10：40 講義
12：15 昼食
13：20 発表
14：20 講義
15：50 ＷＳ
17：00 夕べ
18：00 夕食
20：00 ＷＳ
22：00 就寝
月 23 日(土)
6：30 起床
7：20 朝食
9：00 ＷＳ

11：10 閉講
11：40 昼食
12：30 更衣
13：20 野島
解散（ルート
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】※3 

生防災ジュニ

月２１日(木

年交流の家

等の区分：
： 
： 

事・講習会・
難･防災訓練

知識を深める

に対する意識

付 受付後部
講式 
義１「中学生
義２「熊本地
べのつどい
食・入浴 
Ｓ１「太陽炉
寝 

床・寝具整理
食・清掃 
義３「ボラン
義４「阪神・
食 
表「熊本地震
義５、ＷＳ２
Ｓ３「アクシ
べのつどい
食・入浴 
Ｓ４「アクシ
寝 

床・寝具整理
食・清掃 
Ｓ５「アクシ
講式 
食 
衣後玄関前に
島断層保存館
トごとに出発

 

ニアリーダー

木)～２３日(

各校教員

・学習会・ワ
練 

る・防災意識

識・知識・技

部屋へ移動・

生・高校生、
地震報告①」

炉をつくろう

理・洗面・朝

ンティアにつ
・淡路大震災

震報告②」
２「東日本訪
ションプラン

ションプラン

理・洗面・朝

ションプラン

に集合、バス
館 見学 
発） 

ー研修合宿（

土) 

ワークショッ

識を高める・

技術などの向

体操服に更

災害と向き
 

う」 

朝のつどい 

ついて考える
災を語り継ぐ

訪問報告と支
ン作成①」 

ン作成②」 

朝のつどい 

ン発表」 

ス出発 

(Ver.20

（主催：兵庫県

ップ（ＷＳ）

災害対応能

向上が見られ

更衣 

き合う」 

る」 
ぐ」 

支援について

100331) 

 

県教委）

 

能力の育

れた。 

て」 



（様式 1

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

 

 
 

もの 

 

アル

リ

講義

下着

約

訳概要 
アル
ク

【成
 参
 多
【課
 環

別紙

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

ルミガス台シ

ップ３個、し

義用ノート、

着、健康保険

６０名 

ルミガス台シ
リップ他 

成果】 
参加者の防災
多くの高校生
課題】 
環境が良いと

紙：参加生徒

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

8/42 

シート、A3 の

しおり、弁当

、学校指定の

険証、常備薬

シート、A3

災に対する意
生と交流し意

ところではあ

徒の感想 

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

の厚紙、30c

当、水筒、タ

の体操服、就

薬、宿泊費、

の厚紙、30

意識が向上し
意見交換がで

あるが、場所

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

m 定規、はさ

タオル、洗面

就寝用ジャー

野島断層保

cm 定規、は

した。 
できた。 

所が少し遠い

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

さみ、糊、ダ

面用品、筆記

ージ、Ｔシャ

保存館入場料

はさみ、糊、

い。 

ージ数、各項目

100331) 

 

ダブルク

記用具、

ャツ、 

料 

ダブル

目の字数等



（様式 1

◆感想
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私は

える気

「伝

辛い事

ために

を与え

気持ち

ればい

かりと

を広め

「伝

と学び

ていき

や減災

る気持

この

し入れ

ことに

ちらで

えがあ

ること

私自

ってい

感じま

力を入

今回

自分が

る側で

地域で

分の身

今回の

講義

な先生

況や子

するか

ました

た話が

教育の

かつ重

第一に

上で初

も理に

分の考

き、す

しかし

まって

う事が

と高め

です。

12-1）最終報

文（合宿の

は２泊３日のボ

気持ち」と「伝

伝える気持ち」

事を、他の人に

に、震災につい

えてくれたかを

ちを無駄にしな

いけないと思い

と知り、まだま

めていかなけれ

伝わる気持ち」

び、語り継いで

きます。その中

災について知っ

持ちを考えなく

の合宿で悩んだ

れはもらってよ

についてです。

でもないという

ある被災地で私

とができたと思

自身これから、

いるので、たく

ました。さらに

入れていきたい

回の防災ジュニ

が思った事は、

ではなく、守る

でもし、災害な

身を守り、それ

の育成合宿で学

義では、舞子高

生方がお話をし

子供のケアの方

かなど、具体的

た。その中でも

があります。そ

の基本とは、文

重要なことです

に自分の身を守

初めて他人を救

にかなっている

考え方だと、災

すぐに他の人も

し今回の講義で

て、十分に自身

が理解できまし

めて、将来起こ

 

報告書  

の感想や今

ボランティア合

伝わる気持ち」

は、被災者の

にこんな思いを

いて何が不安だ

を詳しく話して

ないようにしっ

いました。そし

まだ復興が出来

ればならないと

は、私たち若

でいかなければ

中で、語り継ぐ

ってもらうため

くてはならない

だ事は、被災地

よいか、もらっ

その答えはど

うものでした。

私は考え、つま

思っています。

次の世代に教

くさんの方々と

に、これからも

いと思っていま

ニアリーダー育

自分たちは今

る側になってい

などが起きた時

れから人を助け

学びました。 

高校の先生方を

して下さいまし

方法、実際に地

的にとても分か

も、最も自分が

それは、防災教

文字通り防災を

す。もし災害が

守り、自分が安

救う事ができる

ると自分は思い

災害が起きると

も助けに行った

で教えてもらっ

身の安全確認を

した。これから

こるであろう災

 

後の取組に

（２年 男
合宿で学んだ事

です。 

の方々は思い出

をさせないよう

だったか、何が

てくださり、そ

っかりと受け取

して東北の現状

来ていないとい

と感じました。

若い世代が、し

ばならない立場

ぐ相手により深

めに、伝える側

いとも思いまし

地で被災者の方

ってはいけない

どちらも合って

このように難

まずきそして、

 

教えることが必

と繋がっていき

もボランティア

ます。 

（１年 男

育成合宿に行っ

今までのように

いるということ

時、自分たちは

けられるという

を初めとするい

した。現在の熊

地震が起きた時

かり易く教えて

がなるほどと納

教育の基本です

をする上で最も

が起きた時には

安全かどうか確

るというもので

いました。今ま

とまず家族のも

ただろうと思い

ったように、家

をする必要があ

らも防災の知識

災害に備えてい
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について）

男子 T）
事は「伝

出すのも

うにする

が安心感

その強い

取らなけ

状をしっ

いう事実

 

しっかり

場になっ

深く防災

側が伝わ

した。 

方から差

いという

ていてど

難しい答

、成長す

必要とな

きたいと

ア活動に

男子 K）
ってみて

に守られ

とです。

はまず自

うことを

いろいろ

熊本の状

時にどう

てもらい

納得でき

す。防災

も根本的

は、まず

確認した

で、とて

までの自

もとへ行

います。

家族と集

あるとい

識をもっ

いきたい

 

 

私が防災ジ

は災害時に自

この３日間

と向き合う大

が大切なこと

を学びました

講義２の熊本

話を聞きまし

大きさと、地

気の違いがあ

ョップ）①で

で消毒するこ

で卵ができる

ティアの５つ

びました。講

を聞きました

発表しました

多く、参考に

島断層保存館

いが込もって

私は今回の

それは、講師

とを学ぶこと

した。   

この３日間

になりました

ることもあり

ことができま

必要となる知

いうことを学

ましたが、５

た。自発性、

です。特に継

させないとい

す。これから

いでいきたい

 ワークショ

た。始めは不

た人とは少し

しました。他

いうこともで

を持っていま

ありました。

りました。ア

なるかわかり

と思います。

 ３日間とい

合宿になり、

ジュニアリーダ

自分に何ができ

間で学んだこと

大切さです。災

と、災害前には

た。 

本地震では、実

した。その話を

地域が違うだけ

あることを知り

では、太陽炉を

ことで命が助か

ることを知りま

つの要素とボラ

講義４では、阪

た。WS③④⑤で

た。その中で学

になるものが多

館に行き、そこ

ていて忘れる事

の合宿に参加で

師や他の学校の

とができたから

 

間の合宿は僕に

た。講義やワー

りましたが、知

ました。講義で

知識、気配りや

学びました。他

５つの要素が大

無償性、継続

継続性はこれま

いうことでと

ら記憶から消え

いと思います。

ョップでは、他

不安しかなかっ

しの時間でした

他校の人と相談

できました。み

ましたが、共感

自分の意見を

アクションプラ

りませんが、役

 

いう短い時間で

良かったと思

(Ver.20

（２

ダー育成合宿に

きるかを学ぶた

とは、初日の講

災害が起きた後

は、防災教育の

実際に熊本に行

を聞いて私は、

けでの被害の大

りました。夜の

を作りました。

かることを学び

ました。講義

ランティアで必

阪神・淡路大震

ではアクション

学校の特色を生

多くありました

こで聞いた話は

事ができません

できてよかった

の先生の話を聞

らです。ありが

（

にとってとても

ークショップで

知らないことも

ではボランティ

や思いやり積極

他にもいろいろ

大事だというこ

続性、社会性、

まであった災害

ても大事なこ

えないように、

 

他校の人との交

ったのですが、

たがとても仲良

談したことを前

みんなそれぞれ

感できることも

を発表したのも

ランの作成も、

役に立つことが

でしたが、とて

思います。 

100331) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２年 男子 M）

に参加した理由

ためです。 

講義では、災害

後は、心のケア

の大切さの２つ

行かれた先生の

、地震の被害の

大きさと、雰囲

の WS（ワークシ

。そして太陽炉

び、焼き芋とゆ

３では、ボラン

必要は意識を学

震災時の体験談

ンプランを作

生かしたものが

た。３日目に野

は一言一言に想

ん。 

たと思います。

聞き、多くのこ

がとうございま

１年 男子 O）

も有意義な時間

では、知ってい

もたくさん知る

ィアをする際に

極性が必要だ

ろなことを学び

ことを知りま

、創造性の５つ

害のことを風化

ことだと思いま

、僕達が語り継

交流がありま

、同じ班になっ

良くなれた気が

前で発表する

れ全く違う意見

も、学ぶことも

も良い経験にな

、どんな結果に

ができればいい

ても濃い内容の

）

由

害

ア

つ

の

の

囲

シ

炉

ゆ

ン

学

談

り

が

野

想

。

こ

ま

）

間

い

る

に

と

び

し

つ

化

ま

継

し

っ

が

と

見

も

な

に

い

の



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

報告書  

ラム番号

中学
～東

） 平成

宮城

師 
担当
氏 
所属

時間」 
３

式※4 

イベ
訓練

防災
成 

ジュ
にお
と
めざ

方 

8 月

  
 2
 2

 2
  
8 月
  
  
  

 1

 1
 1
 1
 2
 2
 
8 月
  
  
  
 1
 

 

： ⑥ 】

学校・高校生
東日本大震災

成２８年８月

城県、東松島

当者・講師等
   名

属・役職等

日 

ベント・行事
練 

災に関する知

ュニアリーダ
おいて実践し
ともに、防災
ざす。 

月 2日(火)
7：40 集合
8：00 出発

20：00 東松
20：15 研修

東
22：00 就寝

月 3日(水)
6：30 起床
7：00 朝食
8：50  研

東
10：50 研修

小
11：50 昼食
13：30 研修
16：50 研修
20：00 入浴
22：00 就寝

月 4日(木)
6：00 起床
6：30 朝食
7：30 朝食

18：30 JR 神
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】※3 

生防災ジュニ
災被災地支援

月２日(火)～

島市、多賀城

等の区分：
： 
： 

事・講習会・

知識を深める

ダー育成合宿
し、安全で安
災とボランテ

合・点呼 出
発・バス内研
松島市大曲仮
修Ⅰ「震災を
東北大学特任
寝 

床（身支度・
食 

研修Ⅱ「あお
東松島市大曲
修Ⅲ「大川小
小さな命の意
食 （宮城県
修Ⅳ「宮城県
修Ⅴ「大曲地
浴 
寝 

床（身支度・
食 
食(サービス
神戸駅北側

 

ニアリーダー
援～合宿（主

～４日(木)

城市 

学習会・ﾜｰ

る・防災意識

宿で学習した
安心な社会づ
ティアに関わ

出発式 
研修 
仮設住宅 着
を語り継ぐ」
任教授 齋藤

・掃除） 

い地区視察
曲地区仮設住
小学校等視察
意味を考える
県石巻市小船
県多賀城高等
地区仮設住宅

・掃除） 

エリア)・バ
湊川神社前

ー研修 
主催：兵庫県

ｰｸｼｮｯﾌﾟ・体験

識を高める・

たことを東日
づくりに貢献
わるジュニア

着 
 

藤 幸男 様 

」 
住宅自治会長
察」 
る会代表 佐
船越二子北下
等学校での交
宅での交流」

バス内研修 
前 到着・解

(Ver.20

県教委）参加

験学習・避難

災害対応能

日本大震災の
献する意識を
アリーダーの

長 小野 竹一

佐藤 敏郎 様
下 1-1） 
交流」 

 

解散 

100331) 

 

加 

難･防災

能力の育

の被災地
を高める
の育成を

一 様 

様 



（様式 1

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

 

◆感想

私が参

東北被災

分に何が

私は東

に「被災

かりと他

し、東北

ても胸が

を家族や

した。そ

話してい

みたちに

希望それ

きること

り他の人

松島市大

の話、そ

ことでし

次に行く

した。で

参加させ

この合

たが、持

ことの大

12-1）最終報

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

文（合宿の

参加し感じたこ

災地で自分は何

ができるのだろ

東北被災支援合

災された方々の

他の人に伝えて

北に行き被災５

が苦しくなりま

や友達に伝えら

そんな中、１日

いただいたこと

にこの東北で持

れだけです。」と

とが何かを考え

人に伝えること

大曲仮設住宅の

そして多賀城高

した。今回の合宿

とき何ができ

ですので、機会

せていただきた

合宿に参加し感

持ち帰ったモノ

大切さでした。

報告書  

もの  
 
 
 

７

訳概要 各

【成
復

じる
【課

伝

 
子供
参加
 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

の感想や今

ことは、無力感

何ができただろ

ろうかと思った

合宿のバス内研

の話をしっかり

ていきたい。」と

５年後の大川小

ました。それと

られるのだろう

日目の東松島市

とを思い出しま

持って帰ってほ

という言葉でし

えました。出て

とと、今回の東

の方々や大川小

高校の皆さんの

宿では何もで

きるかと考えら

会を頂けるので

たいと思います

感じたことは無

ノは勇気と希望

とても良い経

 

５名 

自負担 

成果】 
復興まだ半ば

ることが出来
課題】 
伝えることの

供たちの笑顔
加生徒の感想

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

後の取組に

（２年 男子

感と不安感でし

ろうか、これか

たからです。

研修で自己紹介

り聞き、それを

と言いました。

小学校を見ると

と同時に、この

うかと不安にな

市大曲仮設住宅

ました。それは

ほしいものは勇

した。私は自分

てきた答えは、

東北合宿で訪れ

小学校での佐藤

のことをわすれ

きませんでし

られるような合

であれば来年も

す。 

無力感と不安感

望、そして、繋

経験になりまし

11/42 

ばであること

来た。 

の大切さ、続

顔 
想 

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

について）

子 T）
した。

から自

介の時

をしっ

しか

と、と

の現実

なりま

宅での

は、「き

勇気と

分にで

やは

れた東

藤さん

れない

たが、

合宿で

もまた

感でし

繋がる

した。

こ

の

と

こ

た

を

徒

ア

る

の

姿

た

は

と

な

い

た

は

ま

 

とや笑顔の奥

続けることの

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

 

多くの方々の

ことは「人との

の繋がり」は、

ときに、“暮らし

ことを知った時

た四つの公園な

を話していただ

「前向きな心

徒が作った齋藤

アートに使われ

る人もいました

のほかにも、被

姿などの映像を

た。 

この２泊３日

は忘れられず、

と風景を忘れる

な災害が起きた

いようにしたい

た２泊３日にな

は、自分が無力

ました。 

奥にある心の

の大切さ 

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

の話を聞いた中

の繋がり」と「

小野さんとあ

しやすい”をテ

時に感じました

など、仮設住宅

だき、そう感じ

心」では、斎藤

藤先生のモザイ

れている写真の

たが、どの写真

被災した後でも

をみて、前向き

日を通して、見

特に大川小学

ることはないと

たときは大川小

いと思いました

なりましたが、

力でないと感じ

(Ver.20

の傷等を直接

ージ数、各項目

（２年

中で、私が大切

「前向きな心」

あおい地区を見

テーマに街が作

た。利用者と季

宅にいた人たち

じました。 

藤先生の話に出

イクアートです

の中には、親を

真も笑顔の写真

も楽しそうにダ

きな心が大切だ

見て・聞いて・

学校で聞いた佐

と思います。私

小学校の悲劇を

た。自分の無力

次に行くボラ

じれるものにし

100331) 

 

接肌で感

目の字数等

年 男子 M）

切だと感じた

です。「人と

見学している

作られている

季節に合わせ

ちとの繋がり

出てきた、生

す。モザイク

を亡くしてい

真でした。こ

ダンスを踊る

だと思いまし

感じたこと

佐藤さんの話

私は次に大き

を繰り返さな

力さをを感じ

ランティアで

したいと思い



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

報告書  

ラム番号

高校
(

） 平成

熊本

師 
担当
氏 
所属

時間」 
４

式※4 
イベ

防災

（

（

（

 

方 

8 月
7
8
8
9
10
17

  
22

 
8 月
  5

6
9
15
17
 

22

 

 

 

 

 

 

 

： ⑦ 】

校生による平
４校合同：県

県

成２８年８月

本県上益城郡

当者・講師等
   名

属・役職等

日 

ベント・行事

災に関する知

１）現地へ

２）支援活

と人と

３）ボラン

ィア活動

月 23 日(火)
7：30 県立
8：00 県立
8：30 県立
9：00 県立
0：00 岡山
7：00 宿舎
     夕

2：00 就寝

月 24 日(水) 
5：00 起床
6：30 出発
9：30 作業
5：00 作業
7：00 宿舎
   夕食

・ミー
2：00 就寝

12/42 

】※3 

平成２８年熊
県立三木東高
県立東播工業

月２３日(火

郡益城町、阿

等の区分：
： 
： 

事・体験学習

知識を深める

赴き、復興

活動を通じて

の絆を大切

ンティア活動

動に活かす

立三木東高等
立三木高等学
立東播工業高
立龍野北高等
山県道口サー
舎到着（福岡
夕食・入浴・
寝 

(熊本県益城
床 
発 
業開始 
業終了 
舎到着 
食・入浴 
ーティング
寝 

 

熊本地震被災
高等学校・県
業高等学校・

火)～２６(金)

阿蘇郡西原村

習・その他

る、技術を身

興支援活動を

て、人を助け

切にする気持

動での体験を

す。 

等学校出発 
学校出発 

等学校出発
等学校出発 

ビスエリア
県天理教鎮
ミーティン

城町にて活動

平

熊

災地支援活動
県立三木高等
県立龍野北高

) 

村、熊本市 

（ 支援活動

身につける、

を行う。 

けること、協

持ちの大切さ

を今後の防災

で合流  
西大教会） 
グ 

動) 

平成 28 年 8 月 23
熊本地震被災地復興

～被災地小学生と

(Ver.20

動 
等学校 
高等学校) 

動 ） 

 

協力するこ

さを学ぶ。 

災教育やボ

3 日～26 日 
興支援活動 
との交流～ 

100331) 

 

と、人

ランテ



（様式 1

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12-1）最終報

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

8 月
5
6
9
1
1
 
2

 

8

6
8
15
16
17
17

 

もの 

軍手

４校
県
県

訳概要  

【成

【課

別紙

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

月 25 日(木) 
5：00 起床
6：30 出発
9：30 作業
13：00 熊本
17：00 宿舎

   夕食
22：00 就寝

月 26 日(金)

6：00 起床
8：00 宿舎
5：30 県立
6：30 県立
7：00 県立
7：30 県立

手、ビニール

校合同(その
県立三木東高
県立東播工業

成果】 
・復興まだ半

・兵庫県内の

・４校の絆が

・子供たちの
課題】 
・４校の打ち

紙：しおり

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

13/42 

(熊本県西原
床 
発 
業開始 
本県立東稜高
舎到着 
食・入浴・ミ
寝 

) 

床 
舎出発 
立龍野北高等
立東播工業高
立三木高等学
立三木東高等

ル袋、救急箱

のうち本校参
高等学校・県
業高等学校・

半ばであるこ

の高校４校で

ができた。

の笑顔に触れ

ち合わせ 

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

原村にて活動

高等学校高校

ミーティング

等学校到着 
等学校到着

学校到着 
等学校到着 

箱、スコップ

参加者１５名)
県立三木高等

県立龍野北

こと 

で協力して支

れることが出

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

動) 

校との交流 

グ 

プ、ケース、

) 
学校 
高等学校 

支援・交流が

出来た。 

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

バケツ、他

ができた。 

ージ数、各項目

100331) 

 

他 

目の字数等
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◆しおり
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り 

熊本地
  
  於

 兵庫県
     

      

報告書  

地震復
 

於 熊本県

活
平成２８

立       

    年  

 

復興
ボラ
県熊本市

活動
８年８月２

   高

  組   番

14/42 

支援
ランテ
市、益城町

のし
２３日(火)

 

 
 

高等学校

番  氏名

 

援 

ティア
町、西原村

おり
～８月２６

     

ア 
村 

り 
６日(金) 

     

(Ver.20

        

100331) 

 



（様式 1

１ 目的

（１）現

（２）支

持

（３）ボ

   に

 
２ 実施

     平

 
３ 活動

       熊
 
４ 作業

      ①
   ②

   ③

 

５ 日程

       
    

    

       
      

    

       
    

    

 
６ 宿泊

        
 

 
７ 参加

      生

   引
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的 

現地へ赴き

支援活動を

持ちの大切

ボランティ

に活かす。 

施日 
平成２８年

動先 
熊本県上益城

業内容 
①被災地域で

②被災地域で

③高等学校間

程概要 
８月２３日(
     

     

８月２４日(
８月２５日

     

８月２６日(
     

     

泊場所 
天理教鎮西

TEL 092

加者 

生徒 県立三

県立龍

引率   団   
   副 団
      

     

      三木高

報告書  

、復興支援

通じて、人

さを学ぶ。

ア活動での

８月２３日

城郡益城町、

でのがれき処

での農業ボラ

間交流 

(火)  7:30 県

   8:30 県

   17:00 宿

(水)  6:30 出

(木) 6:30 出

  17:00 宿

(金)  8:00 出

   15:30 県

  17:00 県

西大教会 〒

-663-2000 

三木高校  

龍野北高校 

 長 県立三

団 長 県立龍

  県立東

   県立三

高校教員、龍

 

援活動を行う

人を助けるこ

 
体験を今後

(火)～８月

、熊本県阿

処理補助ボラ

ランティア 

県立三木東高

県立東播工業

宿舎到着 
出発 9:30 作

出発 9: 30 作

宿舎到着 
出発 
県立龍野北高

県立三木高等

〒813-0023福

  名、県

 名、県立

三木高校校長

龍野北高校校

東播工業高校

三木東高校校

龍野北高校教

15/42 

う。 
こと、協力す

後の防災教育

２６日(金)

蘇郡西原村

ンティア 

高等学校出発

業高等学校出

作業開始 1
作業開始 1

高等学校到着

等学校到着

福岡県福岡

立三木東高

立東播工業

長 
校長 
校校長 
校長 
教員、東播工

 
 
 

 

すること、

育やボランテ

) ３泊４日

村、熊本県熊

発   8:00
出発  9:00

15:00 作業終

13:00 熊本県

着  16:30 県

  17:30 県

市東区蒲田

高校   名

高校  名

工業高校教員

人と人との

ティア活動 

日 

熊本市 

県立三木高

県立龍野北

終了 17:00 宿

県立東稜高等

県立東播工業

県立三木東高

5-2-72 

名 
 

員、三木東高

(Ver.20

の絆を大切に

高等学校出発

北高等学校出

宿舎到着 
等学校高校と

業高等学校到

高等学校到着

高校教員 

100331) 

 

にする気

出発 

の交流 

到着 
着 
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 ８ ボ

（１）心

 ① 災
 ② 被
（２）活

 ①「ボ

う気

しい

 ②絶え

積極

 ③活動

には

は、

度し

動は

 ④昼休

であ

うと

 ⑤被災

いた

がと

ほし

 ⑥被災

ある

 ⑦時々

て、

 ⑧ボラ

「ひ

は、

て行

 ⑨写真

たい

 ⑩活動

ボラ

反省

ンを

 ⑪活動

く。

12-1）最終報

ボランティア

心構え 
害支援が目的

被災地を見てみ

活動時の留意

ボランティア

気持ちが大切

い。 
えず周囲に気

極性が欲しい

動時間は、ボ

は、午前９時

現地の方々

しか活動しな

は、現地の方

休みを十分に

ある。ボラン

という最低の

災者の、問わ

たいが、それ

とうございま

しい。 
災地の方々か

る。きちんと

々、被災され

丁寧にお礼

ランティアの

ひどいな。こ

ボランティ

行動して欲し

真撮影は、帰

いので、撮影

動中に気にな

ランティアセ

省会でも、気

をポケットに

動場所には、

活動がしや

報告書  

ア活動で注意

的。まず、与

みたいとか、

意点 
アをしてあげ

切だと言われ

気を配り、指

い。 
ボランティア

時か１０時に

々の生活時間

ないので、で

方々の生活を

に取り、途中

ンティアが体

の事態になる

わず語りのお

れを言う機会

ます。」「その

からボランテ

と返事を返し

れた方が、ボ

礼を述べるこ

の何気ない言

これでは生き

ィアが仲間内

しい。 
帰ってからの

影してもいい

なることがあ

センターに報

気づいたこと

に入れておく

活動に必要

やすい（両手

 

意すべき事柄

与えられた仕

、何かをして

げている」で

れる。難しい

指示されるま

アを受け入れ

に始まり、１

間を守るため

できるだけ長

を乱すことに

中の短時間の

体調を崩すと

る。それだけ

お話には、耳

会がなかった

のお話を、帰

ティア活動に

して欲しい。

ボランティア

と。ただし、

言葉が被災者

ていないだ

内でつい言っ

の報告や発表

いですか。」と

あれば、手帳

報告すると、

とを報告する

とよい。

要な物品（水

手が使える）

16/42 

柄（兵庫県立

仕事を丁寧に

て満足したい

はなく、「ボ

いかもしれな

まで待つので

れている社会

時間の昼休

めである。外

長時間活動し

になる。 
の休息もとる

と、ボランテ

けは避けなけ

耳を傾けてほ

た人も多い。き

ってみんなに

に対して、「あ

 
アにお茶を出

、高価なもの

者の気持ちを

だろうな」「遺

ってしまうこ

表用など、必要

という断りは

帳にメモする

翌日以降の

ることが必要

水等の飲料・

ように、荷

 

立舞子高等学校

に、きちんと

いという気持

ボランティア

ないが、この

ではなく、自

会福祉協議会

休みを挟んで

外部から入る

したいと考え

ことで、オ

ティア仲間や

ればならな

ほしい。自分

きちんと聞い

に伝えていき

ありがとう」

出してくださ

のが出された

傷つけるこ

遺体がみつか

ことがあるよ

要最小限に。

は必要である

とよい。そ

の活動に活か

要である。ポ

昼食・タオ

荷物はひとま

校資料より）

とこなすこと

持ちは心の中

アをさせてい

言葉はいつ

分から進ん

等が決めた

、午後４時

ボランティ

がちだが、早

オーバーワー

現地の方々

い。 
の被災体験

いて、「お話

きます。」と

の言葉をか

ることもあ

たときは、先

とがある。「

かったらどう

うだが、被災

。できれば、

る。 
の日のボラ

されていく。

ケットサイ

オル等）と貴重

とめにする。

(Ver.20

 

と。 
にしまってお

いただいてい

も噛み締めて

で仕事を探す

時間を守る。

ごろ終了す

アは３日か

早朝、夕方以

クを防ぐこ

に迷惑をか

を誰かに聞い

話をして下さ

いった言葉

けていただ

る。きもち

生に相談す

泥のにおいが

しよう」な

災者の気持

「帰って報告

ンティア終了

。また、自分

ズの手帳とボ

重品だけを持

。リュックサ

100331) 

 

おくこと。

る」とい

ていて欲

すなどの

。原則的

る。これ

ら５日程

以降の活

とが大切

けてしま

いてもら

ってあり

を返して

くことが

よく頂い

ること。 
がくさい」

どの言葉

ちを考え

告に使い

了時に、

分たちの

ボールペ

持って行

サックか
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ウエ

 ⑫被災

を管

は、

 ⑬目的

ると

 ⑭食事

 ⑮すべ

 ⑯被災

でき

⑰携帯
・原則
時間

 ・ボラ

な場

・撮影

にす

 
９ 持

（１）学

      

 
（２）各

物

 Ｔシ

 ジャ

 長ズ

 下着

 靴下

 タオ

 帽子

 軍手

 水筒
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エストポーチ

災地での活動

管理すること

事前に申し

的は被災地の

とともに、守

事はきちんと

べてにおいて

災地域では食

きないものと

帯電話・スマ
則として保護
間等において

ランティア活

場合もある。

影した写真や

する。 

持参するもの

学校で準備す

軍手、ビニ

各自持参す

物 品 

シャツ 
ージ 

 
 
 
を

ズボン  
を

着  
 

下  
 

オル等  
 

子  

手  

筒  

        

報告書  

チ等が便利。

動は、危険が

とが基本であ

し出ること。

の支援であり

守っていない

ととること。

て、時間を守

食品等が購入

と考える。  
マートフォン
護者との連絡
ては使用しな

活動を記録す

 
や個人的な感

の 
するもの 

ニール袋、救

るもの 

最低４日分

汗、泥で濡

被災地なの

を考えておく
被災地なの

を考える。 
最低４日分

汗、泥で濡

最低４日分

汗、泥で濡

数枚、多め

汗をふき取

直射日光を

余分に準備

ペットボト

 

 
がともなうこ

あることを理

また、途中

り、友達との

い人には、き

しっかりと

守ること。一

入できる商店

ンについて
絡、緊急連絡
ないこと。

するなどの場

感想をSNSな

救急箱、等

分 
濡れる可能性

ので、洗濯を

く。 
ので、洗濯を

分 
濡れる可能性

分、足まめ対

濡れる可能性

めに用意する

取る使い捨て

を遮るために

備 

ル(500ml)

17/42 

ことや重労働

理解しておく

中で気分が悪

の親睦や夜中

きちんと注意

眠ること。

一人の遅れが

店があるとの

絡のみに使用

場合、写真撮

などに投稿

内  容

性あり。余分

を前提とせず

を前提とせず

性あり。余分

対策としても

性あり。余分

る。 
ての紙シート

に必要 

を水筒とし

 

働となる場合

こと。体調

悪くなった人

中まで語り合

意できること。

体調管理の基

、全体に迷惑

の情報もある

用する。ボラ

撮影に使用し

したりシェ

容 

分に持つ。

ず、持ち帰

ず、持ち帰

分に持つ。

も必要 
分に持つ。

トも重宝

して活用して

がある。自分

が悪い人・体

も、すぐに申

うことでは

。 
基本は、食事

惑をかける。

が、基本的

ンティア活動

てもよい。

アしたりす

りを前提で

りを前提で

てもよい。 

(Ver.20

分自身で安全

体力に自信

申し出ること

ない。就寝時

事と睡眠であ

。 
には被災地で

動中はもと

ただし、許可

することのな

チェッ

枚数

 

枚数  

 

 

 

 

 

 

100331) 

 

全や健康

のない人

と。 
時間を守

ある。 

では購入

より休憩

可が必要

ないよう

ック欄



（様式 1

 
 

物

ティッ

体温計

 雨具

 カッ

 補助

 保険

 常備

 メモ

 筆記

 衛生

 リュ

 ック

 ゴミ

( 学 校

備) 

 金銭

 昼食

 (8/23

 その

 ある

 もの

 
 
１０ 日

活

第

12-1）最終報

物 品 

ッシュ ポ

計 毎朝

具 
パ・傘 

 小

助食品  カ
食

険証  コ

備薬等  目
任

モ 
記用具 

 小

生用品  歯

ックサ 
等 

 荷

袋 

校 で も 準

 自
 汚

銭  最
8/

食 
3(火)分) 

 捨
 サ

の他 
とよい 

の 

 耳
ア

日程 
活動日 

第 1 日目 

 

8/23 

火 

報告書  

ケットティ

朝、検温し記

小雨でも活動

カロリーメイ

品がよい。

コピー 

目薬、うがい

で持参 
小さいメモノ

歯ブラシ、石

荷物は一つに

自分が出した

汚れた衣服が

最小限の金額

/26(金)昼食

捨てることが

サービスエリ

耳栓、エアー

アイマスク、

時間 

 1

7:15 三

7:30 三

 ↓

8:00 三

10:00 岡

17:00 宿

 夕

21:00 就

 

ッシュ、ウ

記録する。

動するため、

イトやソイジ

 

い薬、乗り物

ノートは何か

石けん、コン

にまとめる。

たゴミはすべ

が入る程度の

額にする。

食分は必要

ができる容器

リアで昼食

ー枕、冷えピ

洗剤、虫除

1 号車 

木東高校集

木東高校出

↓ 

木高校出発

山県道口サ

舎到着（福岡

食・入浴・ミー

寝 

18/42 

内  容

ウェットティ

、安価で丈

ジョイ、ビス

物酔い止め、

かと便利 

ンタクト用

。 

べて持ち帰

のものも必

器に入れる

をとること

ピタ、塩飴、

除けスプレ

  

集合 

出発 

発 

サービスエリア

岡県天理教鎮

ーティング 

 

容 

ィッシュ、除

夫なものを

スケットな

、カットバ

品、爪切り

る。 
要 

。 

も可 

、アルコール

ー、マスク

内  容

  

7:15 東

7:30 東

9:00 龍

アで合流  

鎮西大教会）

除菌ティッ

を用意する。

どの高カロ

ン等、自分

、生理用品

ル除菌スプ

等 

2 号車 

東播工業高校

東播工業高校

↓ 

龍野北高校出

） 

(Ver.20

チェッ

シュ  

 

  

リー  

 

の責  

 

品  

 

 

 

 

レー  

校集合 

校出発 

出発 

100331) 

 

ック欄
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第

第

第
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第 2 日目 

 

8/24 

水 

第 3 日目 

 

8/25 

木 

第 4 日目 

 

8/26 

金 

報告書  

5:00 起

5:30 朝

6:30 宿

  ↓

8:30 熊

 

12:00 昼

13:00 活

 益

15:00 現

  ↓

17:00 宿

夕

21:00 就

5:00 起

5:30 朝

6:30 宿

  ↓

8:30 熊

 熊

12:00 昼

 ↓

13:00 熊

15:00 現

 ↓

17:00 宿

夕

22:00 就

6:00 起

7:00 朝

8:00 宿

  ↓

15:30 龍野

 ↓

16:30 東播

 

床 

食 

舎出発 

↓ 

本県ボランテ

熊本県益城

食（弁当） 

動開始 

益城町立広安

地出発 

↓ 

舎到着 

食・入浴・ミー

寝 

床 

食 

舎出発 

↓ 

本県ボランテ

熊本県西原村

食（弁当） 

↓ 

本県立東稜

生徒間交流

地出発 

↓ 

舎到着 

食・入浴・ミー

寝 

床 

食 

舎出発 

↓サービスエ

野北高校到着

↓ 

播工業高校到

19/42 

ティアセンター

城町にて活動

安西小学校に

ーティング 

 

ティアセンター

村にて活動

稜高校着 

流 

ーティング 

  

エリアで昼食

着・解散 

到着・解散 

 

ー 

動 

にて草取り、

 

ー 

（個人負担）

17:00

17:30

 

 

 

 

 

 

清掃、児童

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三木高校到

 ↓ 

三木東高校

(Ver.20

童との交流等

 

到着・解散 

校到着・解散 

100331) 

 

等 
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１２ 活
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 １ 体
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参加者一覧 
 学年 

    

    

    

    

    

活動日誌（抜

日目 ８月

体調 

活動場所 

活動内容 

感じたこと

報告書  

氏 名 

 

 

 

 

 

抜粋） 

２３日（火

・思ったこ

 

フ

  

  

  

  

  

）           

と 

20/42 

フリガナ 

        天候

 

性別

 

 

 

 

 

候（        

備考

 

 

 

 

 

 ） 
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考 
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Ⅰ この 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 Ⅱ 今 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
～メモ～
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12-1）最終報

のボランテ

後の私 

～ 

報告書  

ィア活動を

 

を振り返って

21/42 

て 

 (Ver.20100331) 
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９月１日 



（様式 1

◆報告書

１ 8/2

(1)概 

(2)場 

(3)時 

    

 (4)その

(5)担当

 

２ 8/2

午 

(1)概 

(2)場 

(3)時 

    

    

  

(4)連絡

    

    

    

    

(5)担 

 

   午 

(1)概 

(2)交流

(3)時 

(4)内 

   

(5)場 

(6)担 

    

12-1）最終報

書 

熊本

4(水) 

要 学校支

所 益城町

〒86

程  9:30 

10:00～

12:00～

13:10～

13:55～

14:10～

   15:15 

の他 8/22(月

当 広安西小

４校：三

5(木) 

 前  

要  西原村

所 熊本県

 程  8:30 

    8:50 

9:00～

   11:15 

   11:45 

絡先  西原村

    農業

    〒86

    TEL 

   布田

当  三木東

 後  

要  高校交

流先  熊本県

〒86

校長

その

程 13:00～

容 全体会

   ４校生

所 東稜高

当 東稜高

   ４校：

報告書  

本地震被災地

 

支援ボランテ

町立広安西小

61-2235 熊本

    益

～12:00  作

～13:10 昼

～13:55 昼

～14:10 児

～15:00 井

        出

月)～26(金)

小学校：井出

三木東高校、

村での農業ボ

県阿蘇郡西原

    西

    布

～11:00 作

       昼

       出

村社会福祉協

業復興ボラン

61-2401 熊本

096-237-66

田ひまわり畑

東高校、東播

交流 

県立東稜高等

62-0933 熊本

長：徳永先生

の他：７クラ

平成 2

～15:00（13

会の後、10 班

生徒 66 名と東

高校セミナー

高校：六嘉教

龍野北高校

 

地支援ボラン

ティア（草取

小学校 

本県上益城郡

益城町立広安

作業 

昼食 

昼休中の児童

児童の清掃補

井手校長先生

出発 

) 益城町の小

出校長先生、

東播工業高

ボランティア

原村布田(ふた

西原村ボラン

布田ひまわり

作業 

昼食(西原村ボ

出発 

協議会・災害

ンティア担当

本県阿蘇郡西

676   FAX

畑担当 中村

播工業高校 

等学校 

本県熊本市東

生、副校長：

ラス規模の普

8年度２学期

3:00 着、15

班程度での分

東稜高校生徒

ーハウス 

教頭先生 

校 

23/42 

ンティアの活

取り、清掃等

郡益城町福富

安西小学校到

童との交流 

補助 

生による講話

小学校に EAR

田中教頭先

高校 

ア  花植え作

た)978-3 

ンティアセン

畑到着 

ボランティア

害ボランティ

当 河井昌猛

西原村鳥子 3

X 096-279-1

村圭 

東区小峯 4丁

真田先生、

普通科高校 

期始業式 8/3

:00 発） 

分科会 

徒会中心に 1

 

活動内容につ

等） 

富 1001  TEL

着 

話 

RTH 員派遣予

生 

作業 

ター 

アセンター)

アセンター

猛様 

58-3 工業団

070 

丁目 5-10   T

教頭：六嘉

30（火） 

10～20 名と

ついて（報告

L 096-289-0

予定 

団地内 

TEL 096-369

（ろっか）先

の交流を予定

(Ver.20

平成 28 年

告） 

0700  

9-1008  

先生 

定 

100331) 

 

9 月 1 日 
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３ 実施

8/24(水

(1)概 

(2)場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8/25(木

午 

(1)概 

(2)場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   午 

(1)概 

(2)交流

 

 

12-1）最終報

施状況 

) 

要 学校支

所 益城町

) 

 前  

要  西原村

所 熊本県

 後  

要  高校交

流先  熊本県

報告書  

支援ボランテ

町立広安西小

村での農業ボ

県阿蘇郡西原

交流 

県立東稜高等

 

ティア（草取

小学校 

ボランティア

原村布田 978-

等学校 

24/42 

取り、清掃、

ア  花植え作

-3 

 

交流等） 

作業 

(Ver.20100331) 

 



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

報告書  

ラム番号

地域

） 平成

本校

師 

担当
氏 
所属
協力

加古

西神

兵庫

川 

時間」 
４時

式※4 

イベ

 

防災
災害

近年
も地
の充

方 

 
10
  
10
  
  
  
12
12
13
13

もの 
土の
ブル
カ
ー、
トボ

８

 

： ⑧ 】

域合同防災避

成２８年１０

校(校舎・グ

当者・講師等
   名

属・役職等
力団体 

古川市危機管

神吉分団・東

庫地方協力本

時間 

ベント・行事

災に関する知
害対応能力の

年増加する自
地域の防災リ
充実を図る。

：00 グラウ
  開会式

：20 1 年 土
    消
  2 年 避
  3 年 救

：00 非常食
：30 片づけ
：00 閉会式
：30 (関係

意見
 
 

のう袋、スコ
ルーシート、
ッターナイフ
、ＰＣ、パイ
ボード、受付

００人 

25/42 

】※3 

避難訓練 

０月２１日

グラウンド)

等の区分：
： 
： 

管理室、加古

東神吉分団、

本部、コープ

事・体験学習

知識を深める
の育成 

自然災害に備
リーダーとし
 

ウンド集合
式・紹介 
土のう・ 
消火訓練 
避難所設営
救護法・搬送
食体験 
け 
式 

係者による)
見交換会 

コップ、ジョ
、ハンドマイ
フ、担架、ほ
イプ椅子、長
付名簿・筆記

 

（金） 

古川市中央消

兵庫大学、

プこうべ神吉

習・その他学

る、技術を身

備えて在学中
して活動でき

送法 

ョレン、一輪
イク、段ボー
ほうき、毛布
長机、学校配
記用具 

消防署西分署

東神吉町内

吉店、国際ソ

学校内での時

身につける、防

中から防災意
きる人材の育

輪車、ロープ
ール、ガムテー
布、三角巾、
配置図、非常

(Ver.20

署、加古川市

内会、防衛省

ソロプチミス

時間・避難･防

防災意識を高

意識を高め、
育成と学校防

プ、バケツ、
ープ、養生テ
人形、大型

常食、お茶、

100331) 

 

市消防団

省自衛隊

スト加古

防災訓練

高める、

卒業後
防災体制

水槽、
テープ、
型モニタ

ホワイ
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経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙
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の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

訳概要  

【成

 
 

【課
 

別冊

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

成果】 
・生徒の意識
・実際の災害
・助けられる
・地域の方の

確認でき
課題】 
・様々な調整

冊(マニュア

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

26/42 

識が変わった
害について考
るから助ける
の避難支援に
た。 

整(人、日程

アル) 

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

た。 
考えるきっか
る側への第一
に向け、避難

程、物資)が必

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

かけとなった
一歩が踏み出
難経路の坂・

必要 

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

た。 
出せた。 

段差など注

ージ数、各項目

100331) 

 

注意点が

目の字数等
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【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

 

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

炊出

） 平成

本校

師 
担当
氏 
所属

時間」 
１

式※4 
イベ

防災
災害

避難
技術

方 
校舎
方、

もの 
・東
・米

ざ

１

訳概要  

【成

【課
 
 

 炊

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ⑨ 】

出し訓練 

成２８年１１

校敷地内 

当者・講師等
   名

属・役職等

日 

ベント・行事

災に関する知
害対応能力の

難所運営の一
術の伝承と広

舎前広場にて
、その他の方

東播工－防災
米、袋、紙、
ざる、ガス台

５０人(８０

成果】 
・多くの方に
・衛生面を考
課題】 
・大量に作る
・衛生管理。

炊き出し物、

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

31/42 

】※3 

１月３日(木

等の区分：
： 
： 

事・体験学習

知識を深める
の育成 

一つとしての
広報活動を図

てテントを張
方々への展示

災時支援チー
、インク、模
台、ベスト

０人対象)

に知っていた
考えた白米の

るための機材
 

、展示物 

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

木・祝日) 

習・その他学

る、技術を身

の炊き出しを
図る。 

張り、本校生
示・実演を行

ームメンバー
模造紙、紐、

ただく機会に
の炊き出しが

材・人材・材

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

学校内での時

身につける、防

を行うととも

生徒、保護者
行う。 

ー（Ｔ－ＤＡ
養生テープ

になった。 
ができた。 

材料等が必要

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

時間 

防災意識を高

もに、多くの

者、ＰＴＡ、

ＡＴ） 
プ、鍋、ガス

要。 

ージ数、各項目

100331) 

 

高める、

の方への

地域の

ス、 

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

防災

） 平成

神戸

師 
担当
氏 
所属

時間」 
半

式※4 
イベ

各校
るこ

他校

方 

12

12

13

14

15

15

 
 

もの 
米、
養生
ベス
ル、
東播

１

訳概要  

【成
 本
 他
【課
 発
 さ

発表

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

 

： ⑩ 】

災教育推進校

成２８年１

戸学院大学(

当者・講師等
   名

属・役職等

日 

ベント・行事

校で取り組ん
ことによって

校の発表を聞

:00 集合、

:30 全体会

:20 ポスタ

:20 交流会

:10 閉会式

講評

:30 片付け
解散

、袋、ざる、イ
生テープ、紙
スト、募金箱
、ファイル
播工－災害時

００人 

成果】 
本校の発表に
他校の発表に
課題】 
発表内容・方
さらなる取り

表用資料 

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

32/42 

】※3 

実践報告会

１月２６日

(ポートアイ

等の区分：
： 
： 

事、講習会・学

んでいる防災
て、各校の今

聞き、今後の

説明、準備

会、開会式、

ターセッショ

会 

式  

け 

インク、 
紙、紐、
箱、パネ

時支援チーム

に対しての意
により各取組

方法の改善
り組みの工夫

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

 

(土) 

ランドキャ

兵庫県立舞

学習会・ﾜｰｸｼｮ

災活動の成果
今後の取組を

の活動への参

備（ポスター

活動報告

ョン 

ム（Ｔ－ＤＡ

意見・質問
組を聞くこと

夫 

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ンパス) 

舞子高校担当者

ｮｯﾌﾟ、校外学

果を発表し、
をより発展さ

参考にできた

ー展示） 

（発表） 

ＡＰ） 

とが出来た。

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

平成 28 年 11 月

(Ver.20

者 

学習・移動教室

その成果を
させていく。

た。 

 

ージ数、各項目

月 27 日 神戸新聞

100331) 

 

室 

を共有す
 

目の字数等

（抜粋）



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

４校

） 平成

各校

師 
担当
氏 
所属

時間」 
２時

式※4 
イベ

防災

県内

方 

事前
・熊
 

・
・募
・新
・各
・

もの 
・本
・県
・県
・県
・募
・ポ

 上

訳概要  

【成
 地
 熊
来

 多
【課
 
  

 募

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ⑪ 】

校合同熊本地

成２８年１１

校選定(駅・

当者・講師等
   名

属・役職等

時間程度 

ベント・行事

災意識を高め

内の高校と協

前調整 
熊本地震復興
県立三木東
県立東播工

日程調整 
募金活動場所
新聞社への協
各校別日での
４校そろって

本校生 
県立三木東高
県立三木高生
県立龍野北高
募金箱 
ポスター 

上記４校 生

成果】 
地元の温かい
熊本ボランテ
来た。 
多くの募金が
課題】 
日程調整 

募金 \129,

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

33/42 

】※3 

地震復興支援

１月７日(月

商業施設敷

等の区分：各
： 
： 

事、その他(

める、その他

協力して支援

興支援ボラン
東高等学校・
工業高等学校

所の許可申請
協力依頼 
の募金活動(
ての声掛け(

高生 
生 
高生 

生徒５０名 

いご協力・ご
ティアだけで

が集まった。

645 

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

援共同募金

)～１１日(金

敷地内) 

各校担当者

( 募金活動 )

他（被災地支

援を行う 

ンティア参加
県立三木高等

校・県立龍野

請 

(7 日～10 日)
(11 日) 

ご支援に触れ
でなく、その

(日本赤十字

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

金) 

) 

支援の大切さ

加校への呼び
等学校 
北高等学校 

)  

れることが出
の後のつなが

字社を通じて

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

さを知る） 

びかけ 

出来た。 
がりも持つこ

て募金を行っ

ージ数、各項目

100331) 

 

ことが出

った) 

目の字数等



（様式 1

◆案内

 ボラン

晩秋の

の教育活

ィア活動

同募金に

さて、

声をあげ

通り４校

卒ご理解

 

１ 日 

12

【参考】

期末考 

２ 場 

３ その

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

12-1）最終報

文例 

ンティア活動

熊本

の候、皆様に

活動にご理解

動を機に、

に賛同いただ

義援金の届

げ生徒たちが

校の生徒たち

解とご協力、

時：12 月

※ 期末考

ご都合

2/9(金) 

 

 

 

】期末考査

三木高校 

龍野北高校

 

所： 日本

（各校

 
の他：・届け

・各

・届

です

報告書  

動 有志 様

本地震 復

におかれま

解とご協力

４校で力を

だき、また現

届け方につい

が主体的に取

ちの手で一緒

、ご支援を

9日(金)～

考査後、午前

合の悪い日に

(HP より) 

  12/6(火

校 12/6(火)

本赤十字社 
校現地集合）

け日当日、

各校の取り組

届ける日まで

す。 

 

様  

復興支援

しては益々

を賜り誠に

合わせ熊本

現在各校で

いてご連絡

取り組んで

緒に日本赤

よろしくお

～14(水)のい

前中授業日

に×をお付け

12/12(月)

※候補日 

 

火)～12(月)

)～12(月)

兵庫県支部

） 

日本赤十字

組みを各校Ｈ

で期間があり

2016 年度  

防災教育チャレン

34/42 

援合同募金

 
ご健勝のこ

にありがとう

本への支援を

実施いただ

絡させていた

いる活動な

赤十字社を通

願いします

記 
いずれか 1日

で４校とも

けいただき、

 決まり次

三木東高校

東播工業高

部（神戸市中

字社４校の生

ＨＰで紹介い

りますので、

 

【

兵

 T

 F
ンジプラン 

 

兵

東

金の寄付方

こととお慶び

ございます

を継続的に続

だいているこ

ただきます。

なので、集ま

通じて熊本に

す。 

日 15：00～

都合のよい

、FAX にてご

12/13(火)

 

 

 

次第、改めて

校   12/5(

高校 12/6(火

中央区脇浜海

生徒が届けた

いただき輪が

各校で募金

問合せ先】

兵庫県立東

防災教育

TEL : 07

FAX : 07

平成２

兵庫県立東

東播工-災害時

方法につい

び申し上げま

す。８月の４

続ける活動と

こと感謝申し

今回の募金

まった義援金

に届けたく考

～（約 30 分

い日（要調整

ご返送お願い

) 

てご連絡させ

月)～9(金)

火)～12(月)

海岸通 1-4-

た写真を撮影

が広がれば幸

金活動を継続

 
東播工業高等

育推進委員会

79-432-686

79-432-686

(Ver.20

２８年１１月

東播工業高

時支援チーム

いて 

ます。平素よ

４校合同でボ

として、復興

し上げます。

金活動は、生

金を合算し、

考えておりま

分） 

整） 

いします。 

12/14(水

 

 

 

せていただき

 

) 

-5） 

影します。 

幸いです。 

続いただいて

等学校 
会  
61 

62 

100331) 

 

月１１日 

高等学校 

ム T-DAT 
 

より本校

ボランテ

興支援合

 
生徒から

下記の

ます。何

水) 

きます。 

ても結構



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

車い

） 平成

 

師 
担当
氏 
所属

時間」 
１

式※4 
イベ

防災

国内

方 ・集
・ノ
・車
 

もの 
空飛
廃棄

サー
T-D

訳概要  

【成
防災
難時
とに
【課
活用
す

小回

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ⑫ 】

いす再生・寄

成２８年１２

当者・講師等
   名

属・役職等

００時間 

ベント・行事

災に役立つ資

内外への車い

集めた車いす
ノーパンクタ
車いすの整備

飛ぶ車いすサ
棄車いすの再

ークル部員１
DAT メンバー

成果】 
災訓練で地域
時に使用し、
に対して、感
課題】 
用してみて、
としての活用

回りの利く運

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

35/42 

】※3 

寄贈 

２月２日(金

等の区分：空
： 
： 

事・学校内ク

資料・材料づ

いすの寄贈

すを洗浄 
タイヤに付け
備 

サークル 
再利用 

１３人 
ー数名 

域の方々の
、喜ばれた
感動した。

、荷台部分を
用も可能とな

運搬車 2 台

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

金) 

空飛ぶ車椅子

クラブ活動・

づくり・技術

け替え 

避
こ

を脱着式に改
なる。 

台 

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

子サークル 

体験学習・

術を身につけ

改良したい。

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

 

ける 

そうする事

ージ数、各項目

100331) 

 

事で車い

目の字数等



（様式 1

４．苦

プラン

と調整

苦労し

工夫し

準備活

苦労し

工夫し

実践に

当たっ

苦労し

工夫し

12-1）最終報

苦労した点

ンの立案 

整で 

した点 

した点 

業
災
教
 

 

活動で 

した点 

した点 

 

 

に 

って 

した点 

した点 

 

報告書  

点・工夫

文部科学省
業」を活用し
災リーダーの
教育の一層の

この防災教
し、防災知識
＜苦労した点
・ 通常の教

の中に年
解と時間

・ 学校全体
に新しい
た。 

＜工夫した点
・ 地域合同

よう、複
ンで回し

＜全体＞ 
防災教育
にいかず
にするこ
害時に求
ない。 

＜合同防災避
800人と
いうこと
炊出し訓
食を1人
が大きく
人に1袋
避難所設

・ 「地域合
防団の方
力して頂
った。
し、よ

・ 2週間前
の打合せ
う努めた

 

した点 

省委託事業
し、兵庫県教
の育成を推進
の充実を図っ
教育推進校の
識や技術の向
点＞ 
教育活動（各
年間の防災教
間確保に苦労
体で防災教育
い取り組みを

点＞ 
同防災避難訓
複数メニュー
しながら実施

育推進委員会
ず、行き違い
ことで担当を
求められる臨

避難訓練＞
いう大規模訓
とが徹底でき
訓練では、当
一つ購入下
くなるため実
提供するこ
設営に用いる

合同防災避難
方にはご無理
頂いている大
日程調整なら
り効率よい方

前に防災に関
せを行い、訓
た。 

36/42 

「防災教育
教育委員会が
進し、その成
っている。
の指定を受け
向上に努めた

各工業科の取
教育プログラ
労した。 
育に重点を置
をする中で、

訓練では、生
ーを用意し、
施することと

会を立ち上げ
いが生じた（
を分担できる
臨機応変な対

訓練となり、
きず負担が一
当初「アルフ
さい。」と協
実施が難しか
ととした。
る段ボールの

難訓練」は全
理をお願いし
大学も講義が
らびに人材を
方法がないか

関する職員研
訓練で学校側

 

を中心とし
が、防災教育
成果を普及す

け、防災ジュ
た。 

取り組み、部活
ラムを盛り込

置き、全校生
関係機関と

生徒たちが主
各学年をグ

とした。 

げ組織的に取
（それが訓練
るが、逆に全
対応という面

、担当者への
一部に集まっ
ファ米を想定
協力を求めた
かった。そこ

の手配に苦労

全校生参加の
し、多数参加
があり学生の
を確保しやす
か見直す。

研修で防災マ
側と協力団体

た実践的安全
育推進校を指
することを通

ュニアリーダ

活動、資格検
込む上で、防

生・全職員・
の調整、訓

主体的にまた
グループに分

取り組んだが
練？）。その原
全体を見渡せ
面では、逆効果

の説明、何の
た。 

定し、お湯を
たが、購入先
で、費用負担

労した。 

のため平日に
加して頂いて
の確保ならび
すい専門機関

ニュアルの確
体のスムーズ

(Ver.20

全教育総合
指定し、高校
通じて、兵庫

ダー育成合宿

検定対策補習
防災教育に対す

地域の方々
練内容等に苦

た数多く取り
分けてローテ

、連携がス
原因として、

せる人が少な
果だったか

の準備を誰が

提供するの
先や費用面で
担を抑えるた

に実施してい
ている。一方
びに調整が難
関への協力も

確認と協力団
ズな連携が図

100331) 

 

支援事
生等防

庫の防災

を活用

習など）
する理

と一緒
苦労し

組める
ーショ

ムーズ
、組織
く、災
もしれ

すると

で非常
の負担
ため、4

いる。消
方で、協
難しか
も検討

団体と
れるよ
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５．他

協力・

学校・

同窓会

保護者

ＰＴＡ

地域組

国・地

公共施

企業・

産業関

ボラン

ＮＰＯ

等 

職業、

学術組

 

12-1）最終報

他の団体、

連携先の分

教育関係

会組織 

者・ 

Ａの組織 

組織 

地方公共団体

施設 

 

関連の組合

ンティア団体

Ｏ法人・ＮＧ

職能団体

組織、学会

報告書  

地域との

分類

・ 

 
兵庫大

 
兵庫県

Ｐ

 
加古川

西神

東神

東神

 

兵庫県

体・

 

加古川

 

加古川

 

防衛省

 

等 

 
コー
ナフ

体・

ＧＯ

 
国際

・ 

等 

 
兵庫県

 

の連携 

団体

大学 救急救
看護学

県立東播工業
ＴＡ・同窓会

川市消防団
神吉分団 

神吉分団 

吉町内会 

県防災士会

川市危機管理

川市中央消防

省自衛隊兵庫

プこうべ神吉
コ西加古川店

ソロプチミス

県教育委員会

37/42 

体名、組織

救命サークル
学科学生 

業高等学校
会 

(視察) 

理室 

防署西分署

庫地方協力本

吉店 
店 

スト加古川

会防災アドバ

 

名 

ル 

本部 

バイザー 

協力

 
知的財
技術等

 
各事業

 
知的財
技術等
 
 
地域連
情報の

 
情報の
事業後
 
情報の
技術等
 
情報の
技術等
 

 
段ボー

 
事業実

 

(Ver.20

力・連携の内

財産の提供 
等の指導 他 

業への協力・

財産の提供 
等の指導 

連携の諸活動
の提供 

の提供 
後援 

の提供 
等の指導 

の提供 
等の指導 

ールの提供 

実施のための

100331) 

 

内容 

支援 

動 

寄付 



（様式 1

６．成

成果と

得たこ

全体の

感想・

12-1）最終報

成果と課題

として 

こと 

(

(

(

 

の反省・

課題 

 

せ
進

で
参

わ

 

報告書  

題（実践

 
(1) 地域連携

～他団体
今年度で
管理室、
して協力
参加地区
構築でき
今回初め
試みた。
など、食
る食料提
 

(2) 『災害時
～他校と
県教委が
知識と技
う場にも
当初は本
校に合同
募金を呼
合同で実
い、継続
本校の取
強く感じ
 

(3) 工業高校
～リヤカ
全生徒に
考える機
車いすを
難訓練」
ち方など
ような場
自分たち
つと思

T-DAP を
せ、災害時に
進委員会を設

しかし、通
ことがうま
では機能しに
参加する生徒
自然的に一部

こうした新
われるが、教
り連携した継

 

したプラ

携型組織的防
体との協力体
で2回目とな
、自衛隊、消
力体制を得る
区が増え、多
きた。日頃か
めて近隣住民
。しかし、住
食事に困る災
提供の方法に

時支援チーム
との連携した
が主催する防
技術の向上を
もなっており
本校T-DATだ
同募金を呼び
呼び掛けた。
実施した後も
続した取り組
取組みが他校
じた。 

校の特色を生
カーを活用し
に救助グッズ
機会を設けた
を改造した防
」前には重り
どから日ごろ
場面で使用す
ちの手で改良
う。 

を立上げて 2
にも地域の防
設置し組織的
通常の教育活
くできたとは
にくい。また
徒はどの先生
部の教員と防
新しい取り組
教職員の定期
継続的な取り

38/42 

ン全般に

防災活動 
体制・地域と
なった「地域
消防署、地域
ることができ
多くの地域と
から声を掛け
民と合同でア
住民の方が自
災害時には特
には工夫が必

ム』（T-DAT）
た取組み・生
防災ジュニア
を図った。ま
り、SNS等で
だけで被災各
び掛けると約
また、8月に

も、熊本への
組みができて
校を巻き込み

生かした「も
した避難訓練
ズのアイデア
た。その中で
防災用リヤカ
りを乗せ、避
ろ気づかない
するか（場面
良を行った。

2 年目となる
防災拠点とな
的活動を目指
活動の中に、
は言い難い。
た、組織的と
生に相談し頼
防災に興味を
組みを軌道
期異動、地域
り組みを図っ

 

について）

とのつながり
域合同防災避難
域の消防団・
きた。また、
とつながりを
けてもらえる
アルファ米に
自分で作った
特にこうした
必要となるこ

の派遣 
生徒の主体的
アリーダー合
また、防災意
で相談をして
各地の募金活
約70名の高校
に熊本地震被
の合同募金を
ている。「東播
み、こうした

ものづくり防
練と改良～
アを募り、災
で技術的に現
カーを製作す
避難経路を試
いことに気付
面設定）や必要

柔軟な発想

ることから、
なることを目
指した。 
年間を通じ
「担当に決
して行事ごと
頼ればよいか
を持つ生徒で
に乗せるた
域からの期待
っていくこと

 

り～ 
難訓練」では
大学など多
近隣住民の

を持ち、「顔の
るようになっ
にお湯を注ぎ
たものから持
た傾向になる
ことを感じた

的取組み～ 
合宿に参加す
意識の高い生
ているようで
活動を行って
校生が集まり
被災地復興支
を参加した生
播工版ともだ

た輪が広がっ

防災活動」 

災害時の使用
現実的可能な
することに。
試走。坂道や
付けた。そし
要な性能を考

想による災害

学校全体に
目的として、

じて防災教育
決められて、
とに教員の担
か分かりづら
で取り組む形
めにはまだ数

待の中で、学
とが今後の課

(Ver.20

は、加古川市
多くの他団体
の口コミで訓
の見える関係

った。 
ぎ提供する訓
持って行って
ると思われ、
た。 

することで、
生徒どうしが
である。 
ていたが、市
り、高校生が
支援活動を県
生徒が主体的
だち作戦」 
ていってい

用場面や要求
なものとして
「地域合同防

や勝手口の幅
して、災害時
考える機会と

害時への備え

に防災意識を
校内に防災

育を盛り込ん
やらされる
担当を分担す
らくなり、今
形となった。
数年を要す

学校全体の理
課題と言える

100331) 

 

市危機
と継続
練への
係」が

訓練を
しまう
秩序あ

防災の
知り合

内近隣
一斉に

県内4校
的に行

ること

性能を
て、廃棄
防災避
での持

時のどの
となり、
に役立

浸透さ
教育推

でいく
」組織
すると、
年度も
 
ると思

理解を図
る。 



（様式 1

今後の

継続予

12-1）最終報

の 

予定 

 

躍

協
み
域

報告書  

本校生は、
躍している。

上記の通
協力体制・地
みといった成
域合同防災避

 
そして、防

き「地域の防

 

、卒業後、そ
。 
り課題が数々
地域とのつな
成果を大切に
避難訓練」「

防災教育の要
防災リーダー

39/42 

その大半が地

々ある中で、
ながり、他校
にしつつ、課
「ものづくり

要素を通常の
ー」の育成に

 

地元に就職し

今年度の取
校との連携し
課題を1つず
防災教育」

の教育活動の
に努めていき

し、地域社会

取り組みで得
した取組み、
つ解決しなが
を継続してい

の中に盛り込
きたい。 

(Ver.20

会の担い手と

得られた他団
生徒の主体
がら柱となる
いきたい。 

込み、今後も

100331) 

 

して活

体との
体的取組
る「地

引き続



（様式 1

７．自

※6 自由

頁までの

具体的な
実施

4

4 月

5

21～

12-1）最終報

自由記述欄

由記述欄は、防

の記述に不足し

な取り組み 
施時期 

 
月 1 日 

 
 

月 29 日 
 
 
 
 

月 9 日 
 
 
 
 
 
 

6 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7 月 
～23 日 

 
 
 
 
 
 

 
1．

2．

3．

4．

5.「

報告書  

欄 ※6 

災教育の実践

した事項、参考

「防災教育推進
本校の防
 

募金活動「熊
加古川市

岡山）にて
【参加人
 

合同募金活動
JR 加古

の高校生が
ていってい
寄付 
【参加人
 

平成 28 年度
加古川市

校内体制を
【登録人

「中学生・高校
「熊本地

ョップが行
おいて臨機
を通して、
【参加人
 
 

4

中学

ジ

研

 

で得られた知見

考資料、写真等を

進委員会」設置
防災教育を推し

本地震義援金
市社会福祉協議
て本校、加古川
人数：生徒 3 人

「熊本地震義
古川駅前で募金
が参加。本校の
いること強く感

人数：教職員 5

「災害時支援チ
市社会福祉協議
を整備した。
人数：生徒 28

校生防災ジュニ
地震の報告」「ア
行われ、災害に
機応変に対応で
、防災について
人数：教職員 1

4/29 街頭募金

学生・高校生防災

ジュニアリーダー

研修合宿の様子

40/42 

見、防災教育の

を自由にご記入

実施

置 
し進める委員会

金」 
議会の呼掛けの
川南高校、兵庫
人】 

義援金」 
金活動を実施。
の取組みが、地
感じた。日本赤

5 人、生徒 20

チーム」（T-D
議会に災害ボラ

人】 

ニアリーダー研
アクションプ
に対する知識
できる力を身
て学んだ。 
1 人、生徒 5 人

災 
ー 

 

の普及に関わる

入ください。なお

施内容 

会が校内に設け

のもと、花とみ
庫大学と合同

加古川市内の
地域の同世代
赤十字社兵庫県

人】 

DAT）の登録
ランティア登録

研修合宿」（主
ランの作成」な
を過去の災害
に着けるため

人】 

平

る提案等を盛り

お、３ページ以内

けられ、組織的

みどりのフェス
で街頭募金を実

の高校に呼掛け
を巻き込み、
県支部を通じて

録し、災害時に

主催：県教委）
など６つの講義
から学ぶとと
、講義やワー

平成 28 年 5 月 10

市内高校と合

(Ver.20

り込んでください

内厳守でお願い

的対応を行う。

スティバル会
実施した。 

け、4 校総勢約
こうした輪が
て約 9 万円を

にすぐに対応

への参加 
義と 5 つのワ
もに、将来の
クショップ等

日 神戸新聞 

合同募金 

100331) 

 

い。また、前

いします。 

 

場（日

約 70 名
広がっ
熊本に

できる

ークシ
災害に
の研修



（様式 1

2

23～

10 月

12-1）最終報

 
8 月 

2～4 日 
 
 
 
 

8 月 
～26 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 21 日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6．

7．

8．

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告書  

「中学生・高
県教委）への

大川小学
ともに、被
学んだ。

 
「高校生によ
北高校、東播

ひょうご
同で熊本地
現地の高校
もに、復興
同時に、伝
ボランテ

て「自らが
変えるこ
【参加人

「地域合同防
「公益財

民会議」の
地域の方

は 2 回目
という声が

 
 
 

2

 

高校生防災ジュ
の参加 
学校の視察や東
被災地の高校生
【参加人数：生

よる平成２８年
播工業高校）の
ごボランタリー
地震の被災地ボ
校生・小学生
興まだ半ばであ
伝えることの大
ティア活動を通
が何をすべきか
とにつながった
人数：教職員 3

災避難訓練」
財団法人ひょう
の助成を受け、
方の避難支援に
となり、自衛隊
が上がり、地域

熊本地震被災

2 年生：避難所

T-DAT・

41/42 

ュニアリーダー

東松島市大曲地
生徒と交流した
生徒 2 人】 

年熊本地震被災
の合同実施 
ープラザの第
ボランティア活
との交流等の活
あることや笑顔
大切さ、続け
通して、知識
か」を考える機
た。 
3 人、生徒 15

（主催：本校
うご震災記念 2
、地域と連携
に向け、避難経
隊の参加による
域とより密な

地支援活動 

所設営訓練 

・住民：炊出し

 

ーによる東日本

地区仮設住宅を
た。伝えるこ

災地支援活動」

8 回県民ボラ
活動を行った。
活動を通して、
顔の奥にある心
ることの大切
・技術の向上に
機会となり、生

人】 

校）の実施 
21 世紀研究機
して実施する。
経路の坂・段差
る非常食の準備
関係づくりが

熊

～

1 年

し訓練 

本大震災の被災

を訪問し、被災
と、支援を続

（三木高校、

ランティアバス
。現地では、農
、逆にこちらが
心の傷等を直接
さも宿題として
に加え日常及び
生徒たちの取組

機構」と「ひょ
。 
差など注意点を
備や複数の町内
図れた。 

熊本地震被災地

被災地小学生

年生：土のう訓

3 年生：搬

(Ver.20

災地支援」（主

災地の現状を
けることの大切

三木東高校、

スを利用して 4
農業ボランテ
が元気をもら
接肌で感じた
て持ち帰って
び災害発生時
組みに対する

うご安全の日推

を確認した。今
内会から参加

地支援活動 
生との交流～ 

訓練 

搬送訓練 

100331) 

 

主催：

知ると
切さを

龍野

4 校合
ィアや
うとと
。また
きた。
におい
意識を

推進県

今年度
したい
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7 日

11
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11 月 

～11 日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月以降 
随時 

 
 
 
 
 

通年 

9．

10．

①
②
③

11．

 
試
合

報告書  

募金活動「熊
8月熊本

徒有志が
実施。12
を通じて¥

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動報告会へ
以下の場

① 平成 28 年
② 平成 28 年
③ 平成 28 年

 
 

防災リヤカー
空飛ぶ車

域合同防災
のバランス
ースに T-
改良案を

えたり、脱
な発想がで
以降も引き

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試作品による 
合同防災避難訓

荷台と持ち手
改良・組

 

本地震義援金
本地震被災地支
呼掛け、生徒
月 12 日に日

¥129,645 を寄

への参加 
場で活動報告す
年度 兵庫県中学
年度 高等学校魅
年度 高校生ふる

の試作および改
車椅子サークル
災避難訓練前に
ス、手をかける
DAT メンバー
を検討する中で
脱着ができない
できるようにな
き続き改良を加

訓練前の練習

手部分の 
組立 

42/42 

金」 
支援に参加した
徒主導で合同募
日本赤十字社兵
寄付 

するとともに、
学生・高校生防
魅力・特色づ
るさと貢献活動

改良 
ルが 1 学期から
にその試作品
る持ち手を改良

ーで改良を試み
で、災害時の使
いか等の新しい
なった。新聞に
加えていく予定

試作品の

改良品（1 号

 

た各校の生
募金活動を
兵庫県支部

他校の活動に
防災ジュニア
くり活動発表会
動事業活動発表

ら夏休みにかけ
を用いて避難経
良したほうが良

みた。 
使用場面をイメ
いアイデアが浮
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